
令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

1
①行政系施

設
岡垣町役場 総務課 50

1969

(築56年)

・外壁の劣化・空調等設備の老朽化が

進んでいる。
建替

◆築47年となり、外壁等の劣化・空調等設備の老

朽化が見られることから、今後も予防保全型管理

によって⾧寿命化を図ります。なお、将来的に

は、⾧寿命化後の庁舎新館の耐用年数の到来に合

わせて、庁舎施設全体の建替えを予定するものと

します。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化の方針等に沿って、以下の工事を実施

 H29 外壁改修工事（庁舎本館）

 H30 防水改修工事及び外壁改修工事（庁舎新館）

 H31 間仕切壁設置等改修工事（庁舎本館）

 R2   空調設備改修工事（庁舎本館）

 R3   増築改修工事（庁舎本館）

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的に以下取組を実施

 R6 防水改修工事（庁舎本館増築部）、庁舎⾧寿命化計画

策定

2
①行政系施

設
消防団車庫 地域づくり課 38

1999

(築26年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
建替

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【消防団共通事項】

・消防団員の減少対策として、処遇改善や負担軽減策等を実

施し、消防団員の減少に一定程度の歯止めがかかった状況で

ある。

3
①行政系施

設

消防団車庫

（第１分団）
地域づくり課 38

1997

(築28年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化を目的に防水・外壁改修工事を実施

 R6 実施設計

【消防団共通事項】 記載省略

4
①行政系施

設

消防団車庫

（第２分団）
地域づくり課 38

1998

(築27年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【消防団共通事項】 記載省略

5
①行政系施

設

消防団車庫

（第３分団）
地域づくり課 38

2001

(築24年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
建替

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【消防団共通事項】 記載省略

6
①行政系施

設

消防団車庫

（第４分団）
地域づくり課 38

2001

(築24年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
建替

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化を目的に外壁・外構改修工事を実施

 R6 実施設計

【消防団共通事項】 記載省略

7
①行政系施

設

消防団車庫

（第５分団）
地域づくり課 38

2000

(築25年)

・今後の人口減少を見据え、消防団の

あり方を検討する必要がある。
建替

◆比較的健全な状態にありますが、築20年に差し

掛かりつつあるため、順次、大規模改修を行いな

がら予防保全型管理による⾧寿命化を図ります。

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【消防団共通事項】 記載省略

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等
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令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

8
①行政系施

設

情報プラザ人

の駅

デジタル推進

課
50

2004

(築21年)

・16：00以降の研修室等の稼働率が低

い。(9：00～16：00の稼働率25～42％

に対し、16：00以降は20％未満)

◆公民館等の規模縮小への対応として、既存の貸

館機能を維持しつつ、利活用の方策を検討しま

す。

◆築12年と新しい施設であり、予防保全型管理に

よって⾧寿命化を図ります。

・指定管理による施設・設備の適切な維持管理を実施

・H30 施設⾧寿命化のため、屋上防水改修工事を実施

・R2.4月～ 施設使用料を改定（増額）

・指定管理による施設・設備の適切な維持管理を実施

・R6 施設⾧寿命化を目的とした屋上防水改修工事・空調機

器更新工事を実施

9
②社会教育

系施設
中央公民館 生涯学習課 50

1972

(築53年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

いる。

・会議室等の稼働率が低い。（施設全

体で17％）

⾧寿命化
1館に統

合
⾧寿命化

◆町立公民館は１館体制とします。校区コミュニ

ティが利用する会議室等の機能については、吉木

小学校の建替時期に校舎又は体育館に集約しま

す。ただし、小中一貫校の導入等により、吉木小

学校の建替えが行われない場合には、会議室等の

みの新規建設を検討します。

◆同時に、吉木区の自治公民館機能について、更

新時点で協議を行います。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R3 空調設備改修工事

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的として、以下の工事を実施

 R4 空調設備の改修工事

 R6 屋根・外壁・建具改修工事

10
②社会教育

系施設
東部公民館 生涯学習課 50

1974

(築51年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

いる。

・一部の会議室の稼働率が低い。(施設

全体で22％であるが、12％前後の会議

室も存在する。)

⾧寿命化
1館に統

合
⾧寿命化

◆町立公民館は１館体制とします。公民館事業等

を実施する町立公民館として、適正規模に縮小し

た上で建替えを行いますが、建設場所について

は、今後検討します。なお、更新時において、現

在は賃貸物件に入居している地域交流センター

(※)機能の統合を検討します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施
・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R5 空調設備改修工事

11
②社会教育

系施設
西部公民館 生涯学習課 50

1977

(築48年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

いる。

・会議室等の稼働率が著しく低い。

（施設全体で7％）

⾧寿命化
1館に統

合
⾧寿命化

◆町立公民館は１館体制とします。校区コミュニ

ティが利用する会議室や学童保育所の機能につい

ては、内浦小学校の建替時期に校舎または体育館

に集約します。ただし、小学校の統廃合等によ

り、内浦小学校の建替えが行われない場合には、

会議室等のみの新規建設を検討します。

◆同時に、内浦区の自治公民館機能について、更

新時点で協議を行います。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施 ・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

12
③保健・福

祉施設

ふれあい宿泊

施設若潮荘

生涯学習課

⾧寿あんしん

課

50
1973

(築52年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

おり、特に入浴施設に関する設備の老

朽化が進んでいる。

・青少年の宿泊が集中する時期を除

き、利用者が1日平均10名程度であり、

利用率が著しく低い状況である。

・国の要綱に従い、原則無料での運営

を行っているため、公民館利用団体と

の不均衡が生じている。

用途変

更・民間

移譲

◆入浴施設については、早期に供用を廃止しま

す。その際には、いこいの里入浴施設の利用料金

の見直しを検討します。

◆現在の老人憩の家の機能は廃止し、青少年等の

健全育成施設としての機能への転用を検討しま

す。入浴施設については、基本的には廃止の方向

で検討しますが、限定的な活用について経費等を

踏まえた上で判断します。

◆施設管理については、臨海荘と併せての管理が

効率的であるため、管理委託または民間への移譲

を検討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・H30 入浴施設の一般利用を廃止、多世代が利用できる施

設に転用

・R2 青少年健全育成施設機能の充実を図るため、教育委員

会（生涯学習課）へ移管

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R4 コロナ禍からの宿泊利用再開に向け、ボイラー修繕等

を実施

13
③保健・福

祉施設
臨海荘 おかがきPR課 24

1979

(2020解

体撤去)

・平成28年に改装したが、耐用年数を

経過している。

・近隣に類似した民間施設が多い。

民間移譲

◆近隣に民間の類似施設が多く点在していること

から、若潮荘と併せて民間への移譲を検討しま

す。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R1 岡垣町観光施設臨海荘設置条例を廃止する条例を制定

（R2.4.1施行）

・R2 施設を解体撤去

⾧寿命化

2



令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

14
③保健・福

祉施設
憩の家乳垂荘

⾧寿あんしん

課
50

1980

(築45年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

おり、特に入浴施設に関する設備の老

朽化が進んでいる。

・将棋愛好団体が定期的に利用してい

るが、1日平均の利用者は40名程度であ

る。

・国の要綱に従い、原則無料での運営

を行っているため、公民館利用団体と

の不均衡が生じている。

用途廃止

◆入浴施設については、早期に供用を廃止しま

す。その際には、いこいの里入浴施設の利用料金

の見直しを検討します。

◆施設については、いこいの里に同様の機能があ

るため、一定程度の期間を経ての廃止を検討しま

す。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・H30 入浴施設を廃止、多世代が利用できる施設に転用

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R4 施設廃止に向けた住民説明会等の開催

・R4 岡垣町憩の家の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例を制定（Ｒ7.4.1施行）

・R5 多目的広場の用途廃止

・R7.3月 施設の用途廃止

15
③保健・福

祉施設

身体障害者福

祉施設集いの

家

福祉課 30

1985

(2020解

体撤去)

・耐用年数を経過しており、老朽化が

著しい。

集約化

（いこい

の里）

◆耐用年数をすでに経過しているため、いこいの

里への集約化、もしくは、当分の間、乳垂荘への

機能の集約化を図ります。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R1 障害者団体等の活動場所を高倉神社、いこいの里に移

動（改修工事を実施）

・R1 施設の解体完了

16
③保健・福

祉施設

憩の家ことぶ

き荘

⾧寿あんしん

課
50

1992

(築33年)

・建物・設備等ともに老朽化が進んで

おり、特に入浴施設に関する設備の老

朽化が進んでいる。

・定期的に利用している団体もある

が、1日平均の利用者は25名程度であ

る。

・国の要綱に従い、原則無料での運営

を行っているため、公民館利用団体と

の不均衡が生じている。

用途廃止

◆入浴施設については、早期に供用を廃止しま

す。その際には、いこいの里入浴施設の利用料金

の見直しを検討します。

◆施設については、いこいの里に同様の機能があ

るため、一定程度の期間を経ての廃止、もしくは

近隣自治区の自治公民館としての移譲を検討しま

す。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・H30 入浴施設を廃止、多世代が利用できる施設に転用

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R4 施設廃止に向けた住民説明会等の開催

・R4 岡垣町憩の家の設置及び管理に関する条例を廃止する

条例を制定（Ｒ7.4.1施行）

・R7.3月 施設の用途廃止

・Ｒ7.3月 福岡県介護保険広域連合遠賀支部事務所として貸

し付けに向けて施設改

修開始

17
③保健・福

祉施設

総合福祉保健

センターいこ

いの里

福祉課 50
1997

(築28年)

・17：00以降の研修室等の稼働率が低

い。(9：00～17：00の稼働率20～40％

に対し、17：00以降は10％未満。特に

ギャラリーの稼働率は、1日平均10％で

著しく低い。)

◆本町の保健・福祉の拠点施設としての機能に加

え、福祉避難所にも指定しているため、計画的に

⾧寿命化を図り、施設を維持します。

◆身体障害者福祉施設集いの家や、老人憩の家が

持つ機能の集約を検討します。

◆利用率の低いギャラリーの有効活用について検

討します。

・指定管理による施設・設備の適切な維持管理を実施

・H29 空調設備の改修工事

・R1 利用率の低いギャラリーを活用し、身体障害者福祉施

設集いの家の機能を集約

・指定管理による施設・設備の適切な維持管理を実施

・R4 地域交流センターに設置していたボランティアセン

ターをいこいの里に移設

・R6.1月～ 入浴施設の入浴時間を変更（15～20時）

・R7.1月～ 入浴施設の入浴時間を変更（13～20時）

18
④市民文化

系施設

岡垣サンリー

アイ
生涯学習課 50

1993

(築32年)

・年間経費として、町が2億5千万円程

度を負担しており、町内者・町外者の

区分による利用料や優遇措置等を検討

する必要がある。

◆岡垣サンリーアイは2010年に大規模改修を行っ

ており、施設面における大きな課題はありませ

ん。計画的に⾧寿命化を図り、施設の維持を行い

ます。

◆また、魅力を向上させるため、図書館の充実な

ど施設の機能強化や、他の公共施設の機能集約化

を検討します。

◆現在、区分されていない町内者・町外者の利用

料や、町内者への優遇措置等についても検討しま

す。

・指定管理による施設・設備の適切な維持管理を実施

・R2.4月～ 施設使用料を改定（増額）

・R3 電子図書館の導入

・施設の⾧寿命化の方針等に沿って、以下の工事を実施

 H30 館内アリーナ照明ＬＥＤ化改修工事

 R2   館内エントランス照明ＬＥＤ化改修工事

 R3   館内図書館照明ＬＥＤ化改修工事、発電設備更新工事

・R4 こども広場のリニューアル、館内小ホールＬＥＤ化改

修工事、空調制御用コントローラー機器更新

・R5 文化財展示室の設置、いちご食堂リニューアル、キッ

ズスペース及び授乳室設置、岡垣サンリーアイ⾧寿命化計画

策定、館内アリーナ床改修工事

・R6 屋上排風機等改修工事、駐車場改修工事

19
⑤学校教育

系施設
吉木小学校 教育総務課 50

1966

(築59年)

・児童数が今後の5～6年でわずかに減

少する見込み。
⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の児童数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 H30 特別教室棟、体育館、屋外トイレ改修工事

 R1   空調設置工事

 R3  プレハブ教室購入（リース⇒購入）

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的に、以下の工事を実施

 R5 外壁改修工事、屋上防水工事

【学校施設共通】

・R5.5月に学校施設適正配置検討委員会を設置し、R5.12月に

学校施設適正配置検討審議会を設置するための条例改正

（R6.4.1施行）を行った。

・委員会での検討、審議会への諮問・答申、総合教育会議や

議会への説明を経て、R7.3月に「将来にわたる児童生徒の教

育環境の充実に向けた学校施設整備に係る基本方針」を策定

⾧寿命化

⾧寿命化

3



令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

20
⑤学校教育

系施設
内浦小学校 教育総務課 50

1965

(築60年)

・児童数の減少が進んでおり、今後も

減少する見込み。

・現時点で、平成32年度に全学年で児

童数が10名を下回り、平成34年度に

2・3年生が複式学級の編成基準(1年生

を除き、連続する2学年で16名以下)に

達する見込み。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の児童数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

◆小学校を存続させるため、子育て世代の定住促

進策などの実施や、特別転入学制度の導入など、

児童数の増加に向けた対策を検討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・H30～  児童増加に向けた対策として特認校制度を導入

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 H29 トイレ改修工事

 R1   空調設置工事

 R2   耐震ブレース塗装工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的に、以下の工事を実施

 R5 体育館屋上防水改修工事

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 R6 パソコン教室パッケージエアコン更新工事

【学校施設共通】は記載省略

21
⑤学校教育

系施設
戸切小学校 教育総務課 50

1968

(築57年)

・今後も児童数が減少する見込みであ

るが、平成34年度までの推計では、複

式学級の編成対象とはならない見込

み。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の児童数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

◆小学校を存続させるため、子育て世代の定住促

進策の実施など、児童数の増加に向けた対策を検

討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 H29 トイレ改修工事

 R1   空調設置工事

 R2   プール改修工事

 R3   外壁改修工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【学校施設共通】は記載省略

22
⑤学校教育

系施設
山田小学校 教育総務課 50

2001

(築24年)

・児童数のピークは過ぎている状況で

あるが、ピーク時にプレハブ教室を設

置（6教室分）しており、撤去を検討す

る必要がある。

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の児童数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 R1 空調設置工事

 R2 体育館外壁改修工事、屋内運動場内トイレ改修工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的に、以下の工事を実施

 R4 体育館屋上防水更新工事

【学校施設共通】は記載省略

23
⑤学校教育

系施設
海老津小学校 教育総務課 50

1977

(築48年)

・校区内に住宅団地が造成されてお

り、教室数の不足が懸念されている。
建替

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の児童数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 Ｈ29 トイレ改修工事

 R1    空調設置工事

 R3    パソコン教室改修工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化等を目的に、以下の工事を実施

 R6 運動場改修工事

【学校施設共通】は記載省略

24
⑤学校教育

系施設
岡垣中学校 教育総務課 50

1961

(築64年)

・築50年を経過しており、老朽化して

いる。

・生徒数は、海老津小学校の児童数の

増加に伴い、しばらくは増加する見込

み。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の生徒数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

◆将来的に岡垣東中学校との統合、もしくは小中

一貫校の導入の可能性もあるため、更新時期に検

討します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 Ｈ29 プール改修工事

 Ｈ30 空調設置工事（普通教室）

 Ｒ1   空調設置工事（特別教室）

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

【学校施設共通】は記載省略

25
⑤学校教育

系施設
岡垣東中学校 教育総務課 50

1981

(築44年)

・生徒数のピークは過ぎている状況で

あるが、ピーク時にプレハブ教室を設

置（2教室分）しており、撤去を検討す

る必要がある。

建替

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には将来の生徒数を考慮し、規模の縮小を検

討します。

◆将来的に岡垣中学校との統合、もしくは小中一

貫校の導入の可能性もあるため、更新時期に検討

します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 H29 体育館内部改修工事

 R1   空調設置工事

 R2   プール改修工事

 R3   トイレ改修工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・安全で快適な教育環境を整えるため、以下の工事を実施

 R5 外壁及び防水改修工事

【学校施設共通】は記載省略

26
⑥子育て支

援施設
中部保育所 こども未来課 50

1975

(築50年)

・保育所運営経費は地方交付税の基準

財政需要額に算入されているものの、

高額な運営経費を要している。

⾧寿命化 民間移譲

◆築41年を経過し施設が老朽化しており、民間保

育所が増加している状況からも、民間への移譲を

検討します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R2 空調設備更新工事

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R5 屋上防水改修工事

・R6 公共施設等総合管理計画推進委員会に専門部会を設置

し、中部保育所の今後のあり方に係る個別方針を検討

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

4



令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

27
⑥子育て支

援施設

吉木学童保育

所
こども未来課 24

2000

(築25年)

・学童保育のニーズが高まっており、

施設の不足が懸念されている。
⾧寿命化

集約化

(吉木小）

◆現時点で施設面での大きな課題はありません

が、吉木小学校更新時に、校舎又は体育館への集

約化を図ります。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・H30 施設⾧寿命化を目的とした屋外塗装工事を実施

・R2 吉木第二学童保育所を設置

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

28
⑥子育て支

援施設

海老津学童保

育所
こども未来課 38

2003

(築22年)

・現在、リース物件により第2学童保育

所を増設しているが、学童保育のニー

ズが高まっており、今後も施設の不足

が懸念されている。

集約化

(海老津

小）

◆現時点で施設面での大きな課題はありません

が、海老津小学校更新時に、校舎又は体育館への

集約化を図ります。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施 ・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

29
⑥子育て支

援施設

戸切学童保育

所
こども未来課 38

2002

(築23年)

・学童保育のニーズが高まっており、

施設の不足が懸念されている。
⾧寿命化

集約化

(戸切小）

◆現時点で施設面での大きな課題はありません

が、戸切小学校更新時に、校舎又は体育館への集

約化を図ります。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施
・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R5 施設⾧寿命化を目的とした外壁塗装工事

30
⑥子育て支

援施設
こども未来館

子育てあんし

ん課
24

2003

(築22年)

・子育て支援の拠点機能を発揮してお

り、利用者も多く、大きな課題はな

い。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆子育て支援の拠点機能を発揮しており、適切な

維持管理による⾧寿命化を図りつつ、耐用年数経

過時に更新します。

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化の方針等に沿って、以下の工事を実施

 H30 館内照明LED化改修工事、外壁改修工事

・日常点検に基づく施設の維持補修や修繕を実施

・R4 白蟻防除施工実施

31 ⑦公営住宅
町営住宅三吉

団地
都市建設課 41

1967

(解体)

2019

(築6年)

・別途策定済の⾧寿命化計画により順

次建替えを実施しており、大きな課題

はない。

建替

（統合）

◆町営住宅⾧寿命化計画に沿って、浦頭団地・第

二浦頭団地を廃止し、三吉団地に統合します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・H30 三吉団地42A-2、43A-2棟解体

・R1 三吉団地43A-1棟解体

・R2 浦頭団地、第二浦頭団地解体

   三吉団地（ＲＣ4階建24戸）の供用開始

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

32 ⑦公営住宅
町営住宅浦頭

団地
都市建設課 41

1975

(2020解

体撤去)

・別途策定済の⾧寿命化計画により順

次建替えを実施しており、大きな課題

はない。(三吉団地に統合予定)

用途廃止

（三吉団

地に統

合）

◆ 用途を廃止し、三吉団地に統合します。
・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R2 施設解体

33 ⑦公営住宅
町営住宅第二

浦頭団地
都市建設課 41

1976

(2020解

体撤去)

・別途策定済の⾧寿命化計画により順

次建替えを実施しており、大きな課題

はない。(三吉団地に統合予定)

用途廃止

（三吉団

地に統

合）

◆ 用途を廃止し、三吉団地に統合します。
・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R2 施設解体

⾧寿命化

⾧寿命化

5



令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

34 ⑦公営住宅
町営住宅龍王

団地
都市建設課 41

1972

(築53年)

・入居者を募集しても、応募がない状

況がある。
⾧寿命化

建替・用

途廃止
⾧寿命化

◆入居者を募集しても応募がない状況があるた

め、町営住宅としての必要戸数を整理するととも

に、建替えを行う場合には、利便性等を考慮し

て、JR海老津駅南側地区への建設を検討します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・中⾧期的な町営住宅の必要戸数や耐用年数超過に伴う建替

え計画等についての方向性を検証

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R4 第２次岡垣町町営住宅⾧寿命化計画を策定

35 ⑦公営住宅
町営住宅海老

津団地
都市建設課 50

2004

(築21年)

・比較的新しい建物であるため、大き

な課題はない。

◆予防保全型管理により、⾧寿命化を図ります。

◆更新の必要性については、耐用年数到来時点で

検討します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施 ・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

36

⑧スポー

ツ・レクリ

エーション

系施設

町民体育館 生涯学習課 50
1976

(築49年)

・老朽化しているため、定期的な改修

を実施している。

・利用率は高く、大きな課題はない。

統合

(町民武

道館）

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、町

民武道館の更新時期に合わせて、町民武道館との

統合を検討します。

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化の方針等に沿って、以下の工事を実施

 R4 屋根改修工事、外壁改修工事

37

⑧スポー

ツ・レクリ

エーション

系施設

町民武道館 生涯学習課 50
1984

(築41年)

・老朽化しているため、定期的な改修

を実施している。

・利用率は高く、大きな課題はない。

統合

(町民体

育館）

◆適切な維持管理による⾧寿命化を図りつつ、更

新時には、町民体育館との統合を検討します。

◆更新時には、人口減少を考慮し、体育館と剣道

場の併用などによる規模の縮小を検討します。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R1 施設⾧寿命化を目的とした屋根改修工事

・日常点検等に基づく維持補修や修繕を実施

・R5 施設⾧寿命化を目的とした屋根改修工事、空調設備改

修工事

38

⑧スポー

ツ・レクリ

エーション

系施設

戸切周辺地域

スポーツ広場
生涯学習課 24

2003

(築22年)

・地域での利用が中心であり、大きな

課題はない。

校区コ

ミュニ

ティへの

移譲

◆校区コミュニティ等への移譲を検討します。 ・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施 ・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

39

⑧スポー

ツ・レクリ

エーション

系施設

岡垣町観光ス

テーション北

斗七星

おかがきPR課 24
2014

(築11年)

・夏季以外の施設の利用率が低く、施

設の有効活用の手法を検討する必要が

ある。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆築3年と新しい施設であり、適切な維持管理によ

る⾧寿命化を図ります。

◆施設の利用率が低く、コスト高となっているた

め、使用料のあり方や施設の運用改善など、利用

促進に向けた検討を早期に行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・施設の⾧寿命化の方針等に沿って、以下の工事を実施

 H29 外壁改修工事、屋根改修工事

 R2   外壁改修工事、屋根改修工事

・日常点検に基づく維持補修や修繕を適宜実施

40
⑨供給処理

施設
浄水場 上下水道課 50

1966

(築59年)

・水道の安定供給のため、老朽化に対

応しながら施設の維持を図る必要があ

る。

⾧寿命化 建替 ⾧寿命化

◆水道の供給に必要不可欠な施設であるため、設

備を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の維持管

理を行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・水道水の安定的な供給を維持するために下記３点を計画的

に実施

 ①非常用電源接続のための配電盤の設置

 ②海老津配水池送水ポンプ３台を更新

 ③水源井戸の計画的な洗浄工事及び取水ポンプの更新

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R5 アセットマネジメント計画（資産管理計画）策定

・R4～R6 浄水場キュービクル更新

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化
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令和７月３月３１日時点

前期（Ｈ29～Ｒ3年度） 後期（Ｒ4～6年度）

耐用

年数

第1期(H29~Ｒ8年度）のうち、Ｈ29~Ｒ6年度までの取組結果について
主管課 短期方針

（1期）

計画策定時点（Ｈ28年度）の

設備・運用における課題

計画策定時点（Ｈ28年度）の個別方針

※Ｒ5年度一部改訂

公共施設等総合管理計画第1期（H29～R8年度）取組結果一覧表

中期方針
（2・3期）

⾧期方針
（4期～）

NO. 施設類型
代表施設

建設年
施設名称等

41
⑨供給処理

施設
浄化センター 上下水道課 50

1989

(築36年)

・安定的な下水処理のため、老朽化に

対応しながら施設の維持を図る必要が

ある。

◆下水道機能の維持に必要不可欠な施設であるた

め、設備を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の

維持管理を行います。

◆今後の公共下水道の広域化について検討しま

す。

・ストックマネジメント計画に基づき、水処理設備、電気設

備、汚泥設備を改築更新

・広域連携の可能性を検討し、単独処理の方針を決定

・浄化センターのOD法新設及びし尿等共同処理の方針を決定

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・Ｒ6 下水道事業計画の変更

・Ｒ6 し尿・浄化槽汚泥受入施設建設に向けた実施設計業務

に着手

42
⑨供給処理

施設

西部浄化セン

ター
上下水道課 50

2001

(築24年)

・浄化センター同様の施設であるた

め、コスト面での負担が大きい。(浄化

センターとの統合を検討)

用途廃止

◆農排及び漁排について公共下水事業に統合し、

用途を廃止することを検討します。

◆その後の施設の利活用の方策について検討しま

す。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R1 公共下水道への接続工事完了に伴い、西部浄化セン

ターを廃止

・R2 防災備蓄倉庫、農業用資器材倉庫として、施設の利活

用を実施

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R4 防災備蓄倉庫としての利用を変更し、埋蔵文化財保管

庫として施設の利活用を実施

43
⑨供給処理

施設

吉木中継ポン

プ場
上下水道課 50

2004

(築21年)

・比較的新しい建物であるため、大き

な課題はない。

◆下水道機能の維持に必要不可欠な施設であるた

め、設備を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の

維持管理を行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施 ・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

44 ⑩その他
新松原第一排

水機場
農林水産課 50

1992

(築33年)
・大きな課題はない。

◆災害防止に必要不可欠な施設であるため、設備

を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の維持管理

を行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R5年度から県営事業により、機能保全事業に取り組んでい

る

45 ⑩その他
新松原第二排

水機場
農林水産課 50

1992

(築33年)
・大きな課題はない。

◆災害防止に必要不可欠な施設であるため、設備

を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の維持管理

を行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R2～R3年度で県営事業により機能保全事業（R2設計、R3

ポンプ設備）を実施

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・R2年度から継続して県営事業により機能保全事業に取り組

み、R6年度末をもって事業が完了した。

（R4ポンプ設備、R5ポンプ設備・建屋、R6ゲート・除塵機）

46 ⑩その他
東黒山排水機

場
農林水産課 50

1997

(築28年)
・大きな課題はない。

◆災害防止に必要不可欠な施設であるため、設備

を含めて⾧寿命化を図りながら、施設の維持管理

を行います。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施
・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

47 ⑩その他
岡垣パーキン

グ休憩施設
おかがきPR課 50

1996

(築29年)

・下り車線のみの利用に限定されてお

り、利用が伸びない。（県道岡垣宗像

線のバイパス工事に伴い、一旦撤去さ

れる予定)

建替・民

間移譲

◆築20年と比較的新しい施設であるものの、福岡

県において計画されている県道岡垣宗像線バイパ

ス工事の施行箇所にかかるため、一旦は解体する

こととなります。（2030年頃の竣工予定）

◆現在の計画では、同程度の用地が確保される見

通しであることから、施設の内容・民間の活用等

の詳細について、早期に検討します。

・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施
・日常点検等に基づき維持補修や修繕を実施

・道路計画の進捗状況等を注視しながら、国及び福岡県との

協議を実施

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化

⾧寿命化
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